
毎月１回１日発行
発行　公益社団法人　全国防災協会

〠103-0011 東京都中央区日本橋小伝馬町2 - 8
（新小伝馬町ビル6 F）

電話 03（6661）9730　　FAX 03（6661）9733
発行責任者　水落雅彦　　　印刷所　（株）白　橋

平 成 28 年  1  月  1  日 防 災 （1）第 799 号

目　　　次

年頭のご挨拶    公益社団法人全国防災協会 会長　陣内　孝雄… 2

年頭挨拶　水防災意識社会の再構築に向けて
    国土交通省水管理・国土保全局長　金尾　健司… 4

年頭挨拶    国土交通省水管理・国土保全局 防災課長　平井　秀輝… 6

「水防災意識社会　再構築ビジョン」を策定しました
    国土交通省水管理・国土保全局 河川計画課… 8

平成27年の災害と対応（速報）    国土交通省水管理・国土保全局 防災課…12
防災課だより　人事異動    28
協会だより    29



（ 2 ） 第 799 号 防 災 平 成 28 年  1  月  1  日

　明けましておめでとうございます。

　会員の皆様を始め関係者の皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

　常日頃から、当協会の業務運営、推進に多大なご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年の国土交通省所管の公共土木施設の被害報告額は、平成27年12月15日現在で直轄、補助合わ

せて、6,799箇所、1,845億円とされています。この額は、東日本大震災が発生した平成23年を除い

た過去 4 年間の平均とほぼ同じ規模であります。

　これらの災害を振り返ってみますと、主な被害としては、 5 月の口之永良部島の噴火、 7 月の台

風11号による徳島県阿南市の浸水被害、 9 月の関東・東北豪雨による鬼怒川（茨城県）、渋井川（宮

城県）等の堤防決壊、都幾川（埼玉県）等の越水等による、死者 8 名、約12,000棟にものぼる甚大

な浸水被害、全国17都県における177件もの土砂災害等が発生しました。

　被災されました方々に衷心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興をお祈り

申し上げます。

　近年の傾向として、大雨の発生件数は増加傾向にあり、1976年から1985年の10年間の時間雨量50㎜

の大雨の発生件数平均174回に比べ、2004年から2013年の10年間では241回と約1.4倍に増加してい

ます。また、気象現象と関係の深い海面水温29度の線が北上しており、台風の大型化や集中豪雨の

増加の原因とされています。

年頭のご挨拶

公益社団法人全国防災協会 会長　陣　内　孝　雄
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　また、甚大な被害が想定される南海トラフ巨大地震や首都直下地震の発生が強く懸念されていま

す。

　このような状況を踏まえると、事前にとるべき防災行動を時系列で整理したタイムラインの策定

等の大規模水害に向けた防災、減災対策や、最悪の事態を想定し命を守る、社会経済の壊滅的な被

害を回避する「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」を受けた対応、更に、平成27年 9

月関東・東北豪雨を受けた「避難を促す緊急行動」の実施が極めて重要であることは申し上げるま

でもなく、また、災害復旧事業・改良復旧事業の早期、的確な実施が再度災害の防止、被災地の復

旧・復興、国民生活の安定に欠かせない重要な行政の責務となっています。

　当協会といたしましては、災害復旧事業・改良復旧事業の実施に必要な講習会、セミナー、参考

図書の発刊等を適切に実施するとともに、一昨年から、大規模な災害が発生した場合に、災害復旧

や改良復旧計画立案のため、被災自治体から国土交通省防災課へ要請がなされ必要と判断された場

合に、無償で災害復旧技術専門家を派遣する制度を設け、一昨年は 3 県、昨年も 3 県へ派遣したと

ころであり、今後とも積極的に派遣して参る所存ですので、よろしくお願いいたします。

　当協会は、本年も公益社団法人として着実な歩みを進めて参る所存でございます。皆様のご指導、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますとともに、会員各位、関係者各位のご健勝とご多幸をお

祈り申し上げまして、新年の挨拶といたします。
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年頭挨拶
　水防災意識社会の再構築に向けて

国土交通省水管理・国土保全局長　金　尾　健　司

　新しい年を迎えるにあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　皆様には、日ごろから水管理・国土保全局の所管行政の推進にご支援とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

　昨年は、口永良部島や箱根山の火山噴火や、台風12号による浸水被害など、全国各地で自然災害
が相次いだ 1 年でした。
　中でも 9 月の関東・東北豪雨では、宮城県、栃木県を中心に観測史上最大の降雨となり、利根川
水系鬼怒川の堤防が決壊しました。関東地方で国管理河川の堤防が決壊するのは、昭和61年の小貝
川以来、実に29年ぶりのことでした。氾濫流による家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水が
発生し、避難の遅れが加わったことで、近年の水害では例を見ないほどの多数の孤立者が発生する
事態となりました。さらに今後は、気候変動の影響により、今回の鬼怒川のような施設の能力を上
回る洪水がさらに頻繁に発生することが懸念されます。
　そういった背景を踏まえ、社会資本整備審議会に「大規模水害に対する減災のための治水対策検
討小委員会」を設置、有識者の皆様に今後の治水対策のあり方についてご議論頂き、12月10日には「施
設では守り切れない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、水防災意識社会を再構築する必要があ
る」との答申をいただきました。
　そもそも我が国では、近代的河川改修が実施される以前の、施設の能力が低く水害が常態化して
いた時代には、水害を「我がこと」として捉え、これに自ら対処しようとする意識が社会全体に根
付いていました。例えば、各家には水屋（水害時の避難場所として高い場所に作った建物）や上げ
舟（水害に備えて軒下に備え付けられた小舟）等が備えられていました。その後、近代的な河川改
修が進み、水害の発生頻度が減少したことに伴い、社会の意識は「水害は施設整備によって発生を
防止するもの」へと変化していきました。すなわち「水防災意識社会」とは、今一度、河川管理者
はもちろん、市町村や住民まで含めて、関係者が「施設では防ぎ切れない大洪水は必ず発生するも
の」へと意識を変革し、社会全体で洪水氾濫に備えることだと認識しています。
　この答申を踏まえ、国土交通省として新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」として、全て
の直轄河川（109水系）とその沿川市町村（730市町村）において、平成32年度を目途に、水防災意
識社会を再構築する取り組みを行うことといたしました。
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　ソフト対策については、住民が自らリスクを察知して、主体的に避難できるよう、例えば、スマ
ートフォンを活用したプッシュ型の洪水予報等の配信を平成28年出水期から順次実施するなど、よ
り実効性のある「住民目線のソフト対策」へ転換してまいります。
　ハード対策については、流下能力が著しく不足している、或いは漏水の実績があるなど、優先的
に整備が必要な区間において従来の「洪水を安全に流すためのハード対策」を着実に推進します。
加えて、氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランスの観点から堤防整備に至らな
い区間などにおいて、いわゆる粘り強い構造の堤防等、危機管理型のハード対策を導入します。
　各地域において、河川管理者・都道府県・市町村等からなる協議会等を新たに設置して減災の目
標を共有し、これらのハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進してまいります。

　また、洪水のみならず、一昨年の広島土砂災害や御嶽山の噴火を踏まえ、人命保全効果の高い箇
所における土砂災害防止施設の集中的な整備や、改正土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等
の指定促進など、ハード・ソフト両面からの総合的な土砂災害対策も強力に推進してまいります。
　また、切迫する南海トラフ巨大地震や、首都直下地震への対応にも引き続き取り組んでまいりま
す。南海トラフ巨大地震では、短時間で巨大な津波が押し寄せ、沿岸部を中心に広域かつ甚大な被
害、首都直下地震では建物の倒壊や火災により、特に密集市街地での甚大な被害など、各々の地震
で想定される具体的な被害特性に合わせ、実効性のある対策を推進してまいります。

　昨年は、国土形成計画と社会資本整備重点計画の 2 つの計画が改定されました。防災・減災のみ
ならず、老朽化する社会資本施設の戦略的な維持管理・更新や、持続可能な地域社会の形成、経済
成長を支える基盤の強化といった各分野において、今後の国土交通行政の中期的な目標が示されま
した。
　このような視点も踏まえ、インフラの戦略的維持管理・更新については、インフラ長寿命化計画

（行動計画）に基づき、個別施設計画の策定や点検・診断の実施などの取り組みを進めてまいります。
　水環境の保全・再生等に関しては、渇水への対応や汚水処理施設の整備を引き続き推進するとと
もに、すべての川づくりの基本となる「多自然川づくり」の取組、エコロジカル・ネットワークの
形成等を進めていきます。また、下水道におけるバイオマスのエネルギー活用や再生水の利用、世
界的な戦略物資であるリンの再生利用等も推進してまいります。また、水辺に関心を持つ市民・企
業・行政が連携して水辺とまちが一体となった美しい景観と新しい賑わいを生み出す「ミズベリン
グ・プロジェクト」の取り組みを進めています。特に、2020年には東京オリンピック・パラリンピ
ックを控え、東京都と連携しながらの水辺環境の改善の取り組みも推進してまいります。

　防災・減災対策、インフラの戦略的維持管理・更新、水環境の保全・再生等、平成28年を迎えて
新たな一歩を踏み出していく所存です。皆様の引き続きのご支援とご協力を心からお願い申し上げ
ます。
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　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は、台風18号等の影響により記録的な大雨が発生した平成27年 9 月関東・東北豪雨により、

関東地方や東北地方の16地点で、最大24時間降水量が観測史上 1 位を記録し、死者 8 名、床上浸水

2,870棟、床下浸水10,059棟（11月30日時点）という甚大な被害が生じました。また、 5 月には鹿

児島県屋久島町の口永良部島で噴火が発生し、島内住民及び滞在者合計138名が屋久島に避難（平

成27年12月25日避難指示を一部を除き解除）しました。そのほかにも、 7 月の台風11号による徳島

県阿南市での浸水被害など、大きな被害を伴う災害が頻発しました。

　公共土木施設被害については、全国で6,799箇所、被害額は1,844億円に上りました（12月15日時

点）。国土交通省では昨年 TEC-FORCE（緊急災害対策派遣）隊員1,081人を、23道県、83市町村

に派遣し（12月15日時点）、災害直後から被災調査や被害拡大防止などの支援を実施しました。

　平成27年 9 月関東・東北豪雨の際には、気象庁からの気象情報や国土地理院からの地図情報など

の提供、現場における水防団、建設業者、自衛隊等との相互協力体制により、関係機関と連携して

対応しました。特に被害が集中した自治体に対し早期復旧を支援するため、災害復旧の迅速化に向

けて、机上査定額を通常の300万円未満から宮城県、茨城県では1,500万円未満、福島県では2,000

万円未満、栃木県では3,000万円未満にすることで、査定を簡素化しました。さらに、災害発生時

に被災自治体が行う災害復旧や改良復旧の計画立案を支援するため、災害緊急調査として、福島県、

茨城県、栃木県に災害査定官を派遣するとともに、（公社）全国防災協会に登録された災害復旧技

術専門家を宮城県大崎市、福島県南会津町、栃木県鹿沼市等に派遣し支援を実施しました。

年頭挨拶

国土交通省水管理・国土保全局 防災課長　平　井　秀　輝
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　災害復旧事業における多自然川づくりについては、災害復旧において必ずしも河川が本来有して

いる環境や景観に着目した復旧となっていないことから、平成26年 3 月に「美しい山河を守る災害

復旧基本方針」を改定し、復旧工法を選定する際の配慮事項を明確にし、設計の考え方が確実に現

場へ反映できるプロセスを導入しました。これにより、災害復旧事業の現場において、明度を落と

したコンクリートブロックや景観、環境に配慮したブロックが積極的に採用されているところです。

このように、災害復旧事業においても多自然川づくりが推進するよう重点的に取り組んでおります。

　昨年は通常国会において、水防法の一部改正が行われ、多発する浸水被害への対応を図るため、

想定し得る最大規模の洪水・内水・高潮への対策を含め、ハード・ソフト両面からの対策を推進し

ているところです。また、 8 月26日には、大臣を本部長とする国土交通省 南海トラフ巨大地震・

首都直下地震対策本部、水災害に関する防災・減災対策本部の合同会議を開催いたしました。甚大

な被害が想定される南海トラフ巨大地震・首都直下地震への備えとして、対策計画の実施状況のフ

ォローアップを行うとともに、平成28年度の重点対策を決定し、切迫する巨大地震への対策を進め

ております。また、大規模水災害に関する防災・減災対策については、平成28年度の重点対策を決

定するとともに、昨年 1 月に公表した「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」を踏まえ、「社

会経済の壊滅的な被害の回避に向けた取組方針」を決定し、地方整備局が中心となって企業等への

ヒアリングを行うなど、社会経済の壊滅的な被害の回避に向けて本格的な検討を開始しました。さ

らに、災害対応力の強化を図るため、地方ブロックを越えた広域的かつ実践的な防災訓練を国、自

治体、その他関係機関等が一体となって実施しております。

　このように国土交通省では、頻発する災害に対する応急対策や事前対策を進めるとともに、省の

総力を挙げて取り組むべき大規模災害に対しても、計画のフォローアップや訓練を通じて、対策を

強化しております。

　結びに、貴協会のご発展と会員の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただ

きます。
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「水防災意識社会 再構築ビジョン」を策定
しました
〜今後概ね 5年間で「水防災意識社会」を再構築する取組を〜

国土交通省HPより（平成27年12月11日発表）

　平成27年12月10日に社会資本整備審議会会長から
国土交通大臣に対して「大規模氾濫に対する減災の
ための治水対策のあり方について～社会意識の変革
による「水防災意識社会」の再構築に向けて～」が
答申されました。
　この答申を踏まえ、新たに「水防災意識社会 再
構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその沿川
市町村（109水系、730市町村）において、平成32年
度目途に水防災意識社会を再構築する取組を行うこ
ととしました。
　各地域において、河川管理者・都道府県・市町村
等からなる協議会等を新たに設置して減災のための

目標を共有し、以下のハード・ソフト対策を一体的・
計画的に推進します。

・「住民目線のソフト対策」
・「洪水を安全に流すためのハード対策」
・「危機管理型ハード対策」

※答申の審議過程及び公表資料等は以下のリンク先
をご参照ください。
http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/
shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/
daikibohanran/index.html
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水防災意識社会再構築ビジョン

平成27年12月11日

国土交通省 水管理・国土保全局

水防災意識社会再構築ビジョン

関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその沿川市町村
（109水系、730市町村）において、平成32年度目途に水防災意識社会を再構築する取組を行う。
＜ソフト対策＞・住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト対策」

へ転換し、平成28年出水期までを目途に重点的に実施。

＜ハード対策＞・「洪水を安全に流すためのハード対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する
「危機管理型ハード対策」を導入し、平成32年度を目途に実施。

排水門

主な対策

※ 河川堤防の決壊に伴う洪水氾濫により、
木造家屋の倒壊のおそれがある区域

各地域において、河川管理者・都道府県・市町村等からなる協議会等を新たに設置して
減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進する。

A市

B市

C町

D市

対策済みの堤防

氾濫ブロック
家屋倒壊危険区域※

＜危機管理型ハード対策＞＜危機管理型ハード対策＞
○越水等が発生した場合でも決壊までの時
間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を
工夫する対策の推進
いわゆる粘り強い構造の堤防の整備

天端のアスファルト等が、
越水による侵食から堤体を保護
（鳴瀬川水系吉田川、

平成27年9月関東・東北豪雨）

＜被害軽減を図るための堤防構造の工夫（対策例）＞

＜住民目線のソフト対策＞

○住民等の行動につながるリスク
情報の周知
・立ち退き避難が必要な家屋倒壊危険
区域等の公表

・住民のとるべき行動を分かりやすく示
したハザードマップへの改良
・不動産関連事業者への説明会の開催

○事前の行動計画作成、訓練の
促進
・タイムラインの策定

○避難行動のきっかけとなる情報
をリアルタイムで提供
・水位計やライブカメラの設置

・スマホ等によるプッシュ型の洪水予報
等の提供

＜洪水を安全に流すためのハード対策＞

○優先的に整備が必要な区間において、
堤防のかさ上げや浸透対策などを実施

横断図
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住民目線のソフト対策

○水害リスクの高い地域を中心に、スマートフォンを活用したプッシュ型の洪水予報の配信など、住民が
自らリスクを察知し主体的に避難できるよう住民目線のソフト対策に重点的に取り組む。

○立ち退き避難が必要な家屋
倒壊危険区域等の公表
⇒平成28年出水期までに
水害リスクの高い約70水系、
平成29年出水期までに
全109水系で公表

リスク情報の周知

スマホ等で取得

ライブカメラ

自分のいる場所の近傍の情報

自分のいる場所

詳細な雨量情報

河川水位

洪水予報等の情報を
プッシュ型で配信

家屋倒壊危険区域

○ 避難に着目したタイム
ラインの策定

○ 首長も参加するロール
プレイング形式の訓練

○不動産関連事業者への説
明会の実施
⇒水害リスクを認識した不動産
売買の普及等による、水害リス
クを踏まえた土地利用の促進

事前の行動計画、
訓練

避難行動のきっかけとなる情報を
リアルタイムで提供

⇒平成28年出水期までに
水害リスクの高い約400市町村
平成32年度までに
全730市町村で策定

⇒・平成28年夏頃までに洪水に対しリスクが高い区間において
水位計やライブカメラを設置
・平成28年出水期からスマートフォン等によるプッシュ型の洪
水予報等の配信を順次実施

○住民のとるべき行動を分かり
やすく示したハザードマップ
への改良
⇒「水害ハザードマップ検討委員会」
にて意見を聴き、平成27年度内を
目途に水害ハザードマップの
手引きを作成

2

○流下能力が著しく不足している、あるいは漏水の実績があるなど、優先的に整備が必要な区間約
1,200kmについて、平成32年度を目途に堤防のかさ上げや浸透対策などの対策を実施。

洪水を安全に流すためのハード対策

堤防の
かさ上げ

浸透・侵食
対策

3

計画高水位

通常時の水位

○堤防がない

通常時の水位

計画高水位

計画堤防
計画高水位

通常時の水位

【未完成の堤防】

○堤防の断面が不足

○堤防がない

【完成された堤防】

○堤防の高さ・幅ともに
計画上の断面を確保
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○氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランスの観点から堤防整備に至らない区間など
約1,800kmについて、平成32年度を目途に粘り強い構造の堤防など危機管理型のハード対策を実施。

危機管理型ハード対策、いわゆる粘り強い構造の堤防等の整備

○ 堤防天端をアスファルト等で保護し、法肩部
の崩壊の進行を遅らせることにより、決壊ま
での時間を少しでも延ばす

堤防天端の保護 堤防裏法尻の補強

○ 裏法尻をブロック等で補強し、深掘れの進
行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす

堤防裏法尻をブロック等で補強堤防天端をアスファルト等で保護した堤防では、
ある程度の時間、アスファルト等が残っている。

アスファルト等

4※ 具体的な工法については検討中

大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方答申
～ 社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築 ～

○対応すべき課題

• 家屋倒壊危険区域等、立ち退き避難が必要な区域を表示するなど、
避難行動に直結したハザードマップに改良

• 広域避難等の計画づくりを支援する協議会等の仕組みの整備
• スマートフォン等を活用したプッシュ型の河川水位情報の提供 等

○危機管理型ハード対策の導入○住民目線のソフト対策への転換

的確な水防活動の推進

円滑かつ迅速な避難の実現

水害リスクを踏まえた土地利用の促進

• 水防体制を確保するための自主防災組織等の水防活動への参画 等

• 越水等が発生した場合でも決壊までの時間を
少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫する
対策の推進

• 堤防構造の工夫や氾濫水を速やかに排水する
ための排水対策等の「危機管理型ハード対策
」とソフト対策を一体的・計画的に実施する
ための仕組みの構築 等• 開発業者や宅地の購入者等が、土地の水害リスクを容易に認識する

ため、様々な場所での想定浸水深の表示
• 不動産関連事業者への洪水浸水想定区域の説明会等の開催 等

危険な区域からの立ち退き避難 水防体制の弱体化
住まい方や土地利用における水害リスクの認識の不足
「洪水を河川内で安全に流す」施策だけで対応することの限界

市町村・住民等の適切な判断・行動
市町村境を越えた広域避難

○行政・住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、氾濫し
た場合でも被害の軽減を図るための、避難や水防等の事前の計画・体制、施設によ
る対応が備えられた社会を目指す。

これまでの河川管理者等の行政目線のものから住民目線のもの
へと転換し、利用者のニーズを踏まえた真に実戦的なソフト対策
の展開を図る

従来の「洪水を河川内で安全に流す」対策に
加え、氾濫した場合にも被害を軽減する「危機
管理型ハード対策」を導入する

減災のための危機管理型ハード対策の導入

みずぼ う さ い
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平
成
２
７
年
１
１
月

国
土
交
通
省

水
管
理
・
国
土
保
全
局

防
災

課

①

①

１
．
災
害
の
発
生
状
況

（
１
）
平
成
2
７
年
の
災
害
と
被
害
の
特
徴

平
成
2
７
年
に
は
、
水
害

（
床
上
浸
水
1
0
棟
以
上
）
７
の
地
域
、
地
震

（
最
大
震
度
5
弱
以
上
）
7
件
、

口
永
良
部
島
の
噴
火
等
の
災
害
が
発
生
し
た
。
（
H
2
7
.1
０
月
時
点
）

－
１
－

水
害
･･
･床
上
浸
水

10
棟
以
上

が
発
生
し
た
地
域

【
凡
例
】

口
永
良
部
島

噴
火

【
台
風

15
号
経
路
】

【
台
風

12
号
経
路
】

【
台
風

11
号
経
路
】

【
台
風

18
号
経
路
】

地
震
(震
度
)

火
山
噴
火

台
風
経
路

５
弱

５
弱

５
弱

５
弱

小
笠
原

西
方
沖
地
震

５
弱

平
成
2
7
年
9
月

関
東
・
東
北
豪
雨

阿
蘇
山

噴
火

５
強

５
強

５
強

平
成
2
7
年
の
主
な
水
害

（
床
上
浸
水
10
棟
以
上
発
生
地
域
）

6
月

6月
1
0
日
か
ら
続
く
梅
雨
前
線

（熊
本
県
）

7
月

台
風
1
1号

（徳
島
県
）

台
風
1
2号

（
鹿
児
島
県
）

8
月

台
風
1
5号

（山
口
県
）

9
月

平
成
2
7年

9月
関
東
・東

北
豪
雨

（
関
東
地
方
・東

北
地
方
）

10
月

台
風
2
3号

（北
海
道
）

※
年
平
均
約
2
個
の
台
風
が
日
本
に
上
陸

平
成
2
7
年
の
主
な
遠
地
地
震
の
概
要

4
月

ネ
パ
ー
ル
（
M
w
=
7
.9
）

5
月

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
（
M
w
=
6
.8
）

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
（
M
w
=
7
.5
）

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
M
w
=
7
.0
）

ネ
パ
ー
ル
（
M
w
=
7
.2
）

7
月

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
M
w
=
6
.7
）

サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
諸
島
（
M
w
=
6
.9
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
プ
ア
（
M
w
=
7
.0
）

9
月

チ
リ
中
部
沿
岸
（
M
w
=
8
.3
）

※
日
本
で
は
、
津
波
注
意
報
が
発
令

1
0
月

バ
ヌ
ア
ツ
諸
島
（
M
w
=
7
.1
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
（
M
w
=
7
.5
）

平
成
2
7
年
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
変
更
概
要

5
月

箱
根
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
1（
平
常
）
か
ら

2
（
火
口
周
辺
規
制
）
へ
引
上
げ

口
永
良
部
島

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
3
（
入
山
規
制
）
か
ら

5
（
避
難
）
に
引
上
げ

6
月

三
宅
島

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
2（
火
口
周
辺
規
制
）
か
ら

1
（
平
常
）
に
引
下
げ

浅
間
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
1（
平
常
）
か
ら

2
（
火
口
周
辺
規
制
）
に
引
上
げ

御
嶽
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
3
（
入
山
規
制
）
か
ら

2
（
火
口
周
辺
規
制
）
に
引
下
げ

箱
根
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
2（
火
口
周
辺
規
制
）
か
ら

3
（
入
山
規
制
）
に
引
上
げ

7
月

雌
阿
寒
岳

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
1（
平
常
）
か
ら

2
（
火
口
周
辺
規
制
）
に
引
上
げ

8
月

桜
島

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
3
（
入
山
規
制
）
か
ら

4
（
避
難
準
備
）
に
引
上
げ

9
月

桜
島

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
4
（
避
難
準
備
）
か
ら

3
（
入
山
規
制
）
に
引
下
げ

箱
根
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
3
（
入
山
規
制
）
か
ら

2
（
火
口
周
辺
規
制
）
に
引
下
げ

阿
蘇
山

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
2（
火
口
周
辺
規
制
）
か
ら

3
（
入
山
規
制
）
に
引
上
げ

平
成
27
年
の
主
な
地
震

（
震
度
5
弱
以
上
発
生
地
域
）

5
月

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

（
岩
手
県
：
震
度
5強

）

奄
美
大
島
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震

（
鹿
児
島
県
：
震
度
5
弱
）

埼
玉
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

（
茨
城
県
：
震
度
5弱

）

小
笠
原
諸
島
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

（
東
京
都
：
震
度
5強

）

6
月

釧
路
地
方
中
南
部
を
震
源
と
す
る
地
震

（
北
海
道
：
震
度
5弱

）

7
月

大
分
県
南
部
を
震
源
と
す
る
地
震

（
大
分
県
：
震
度
5強

）

9
月

東
京
湾
を
震
源
と
す
る
地
震

（
東
京
都
：
震
度
5弱

）
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－
２
－

平
成

27
年

5月
口
永
良
部
島
の
噴
火

①
③

②

○
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
の
口
永
良
部
島
で
噴
火
が
発
生
。

○
島
内
住
民
及
び
滞
在
者
合
計
１
３
８
名
が
屋
久
島
に
避
難
。

○
国
土
交
通
省
で
は
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
口
永
良
部
島
上
空
か
ら
の
調
査
や
一
時
入
島
時
の
支
援

と
し
て
火
口
周
辺
の
上
空
監
視
を
実
施
。

平
成

27
年

7月
台
風
第

11
号

徳
島
県
阿
南
市
の
浸
水
被
害

○
台
風

11
号
に
よ
る
累
計
雨
量

64
0m

m
の
豪
雨
に
よ
り
、
那
賀
川
等
が
氾
濫
。

○
那
賀
川
の
古
庄
観
測
所
に
お
い
て
、

7月
17
日

5時
に

7.
22

m
を
観
測
。
平
成

26
年

8月
台
風

11
号
に

よ
る
観
測
開
始
以
降
最
高
の
水
位

8.
00

m
に
約

80
cm
と
迫
る
水
位
と
な
っ
た
。

○
徳
島
県
阿
南
市
で
は
、

91
戸
の
浸
水
被
害
が
発
生
。

ふ
る

し
ょ
う

な
か

が
わ

※
那
賀
川
河
川
事
務
所
調
べ
、
7月

24
日
時
点
（
国
管
理
区
間
）

※
本
資
料
の
数
値
等
は
速
報
値
を
含
む
た
め
、
今
後
の
調
査
で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

加
茂
谷
中
学
校
（
痕
跡
水
位
）

H
2
6
台
風
1
1
号

浸
水
深

約
4
.3
m

那
賀
川

浸
水
被
害
状
況

【
国
管
理
区
間
】

持
井
地
区

加
茂
谷
中
学
校

H
2
7
台
風
1
1
号

浸
水
深

約
3
.0
m

（
２
）
各
地
の
災
害
発
生
状
況

H2
7台

風
11
号
（H

27
.7

.1
7）

浸
水
面
積

（
ha
）

浸
水
家
屋
（戸

）

床
上

床
下

小
計

約
14

0
37

54
91

○
台
風
第
1
8号

及
び
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
向
か
っ
て
南
か
ら
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
ん
だ
影
響
で
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
。

○
9
月
1
0
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
関
東
地
方
や
東
北
地
方
で
は
、
16
地
点

※
で
、
最
大

2
4
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
1位

を
記
録
。

※
統
計
期
間
が
1
0
年
以
上
の
観
測
地
点
を
対
象

○
国
土
交
通
省
で
は
、
全
国
の
地
方
整
備
局
等
よ
り
T
E
C
-
F
O
R
C
E
及
び
災
害
対
策
機

械
等
を
派
遣
し
、
被
災
状
況
調
査
や
24
時
間
体
制
に
よ
る
緊
急
排
水
な
ど
の
災
害
対

応
を
実
施
。

平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
被
害

－
３
－

常
総
市
役
所
か
ら
撮
影
（
撮
影
日
：
9/
11
）

：
氾
濫
域
の
最
大
総
浸
水

面
積
（
40
ｋ
㎡
）

国
土
地
理
院
公
表
資
料

：
決
壊
箇
所

鬼
怒
川
左
岸
21
.0
km

：
浸
水
範
囲
内
の
建
築
物

項
目

状
況
等

人
的
被
害

死
亡
8名

、
重
傷
8名

、
軽
症
71
名

住
宅
被
害

床
上
浸
水

3,
14
7件

床
下
浸
水

8,
99
8件

土
砂
災
害

17
都
県
に
お
い
て
、
17
7箇

所
発
生

＜
鬼
怒
川
（茨
城
県
）の
決
壊
に
よ
る
被
害
状
況
＞

＜
渋
井
川
（宮
城
県
）の
決
壊
に
よ
る
被
害
状
況
＞

渋
井
川
（
県
管
理
）
堤
防
決
壊

（
大
崎
市
西
荒
井
上
流
地
区
①
）

（
大
崎
市
西
荒
井
中
流
地
区
②
）

（
大
崎
市
西
荒
井
下
流
地
区
③
）

渋
井
川
堤
防
決
壊
状
況
（
西
荒
井
下
流
地
区
）

渋
井
川
の
決
壊
に
よ
る
浸
水
状
況

渋
井
川 堤
防
決
壊

L
=
4
0
m

撮
影
月
日
：
9月

11
日

17
時
20
分
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○
台
風
第
1
8号

等
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
全
国
17
都
県
で
17
7件

の
土
砂
災
害
が
発
生
。

○
栃
木
県
鹿
沼
市
日
吉
町
で
は
、
住
宅
裏
の
斜
面
が
崩
壊
し
、
死
者
1名

、
負
傷
者
1名

、
人
家
被
害
3
戸
の
被
害
が
発
生
。

○
栃
木
県
日
光
市
芹
沢
地
区
で
は
、
8渓

流
9箇

所
に
お
い
て
土
石
流
が
発
生
し
、
人
家

被
害
7
戸
、
地
区
唯
一
の
避
難
経
路
で
あ
る
市
道
芹
沢
線
が
分
断
さ
れ
、
住
民
25
名
が

一
時
孤
立
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
。 －

４
－

＜
土
砂
災
害
の
発
生
状
況
＞

凡
例

発
生
件
数

2
0～ 5
～ 1
～
0

○
栃
木
県
鹿
沼
市
日
吉
町
の
被
害
状
況

住
宅
裏
斜
面
の
崩
壊
状
況

芹 沢

市 道 芹 沢 線

○
栃
木
県
日
光
市
芹
沢
地
区
の
被
害
状
況

土
石
流
の
発
生
状
況

市
道
芹
沢
線
の
崩
落
状
況

土
砂
流
出
状
況
（
滝
向
沢
）

土
砂
流
出
状
況
（
中
坪
上
沢
）

－
５
－

（
３
）
近
年
の
傾
向

大
雨
の
発
生
件
数
は
、
近
年
増
加
傾
向
。

（
H2

2～
H2

6の
8月

の
台
風
）

台
風
経
路

19
71
～

19
80
年

平
均
海
面
水
温

等
値
線

20
05
～

20
14
年

平
均
海
面
水
温

等
値
線

(色
塗
有

)
℃℃

気
象
と
関
係
の
深
い
海
面
水
温
2
9
℃
の
線
が
北
上
し
て
い
る
。
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（
４
）
施
設
整
備
効
果

－
６
－

治
水
事
業
の
効
果
（
鬼
怒
川
上
流
４
ダ
ム
の
洪
水
調
整
に
よ
る
効
果
）

○
平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て
、
利
根
川
水
系
鬼
怒
川
上
流
の
４
ダ
ム
（
川
俣
ダ
ム
、
川
治
ダ

ム
、
湯
西
川
ダ
ム
、
五
十
里
ダ
ム
）
で
は
雨
や
下
流
河
川
の
水
位
を
見
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
洪
水
を
貯
留

す
る
操
作
を
実
施
し
、
約
１
億
m

3 の
洪
水
を
貯
め
込
ん
だ
。

○
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
で
、
常
総
市
三
坂
町
地
先
（
鬼
怒
川
左
岸

21
k付
近
）
の
水
位
を
約
25
cm
低
下
さ

せ
る
と
と
も
に
、
氾
濫
水
量
を
概
ね
2/
3、
浸
水
深
3m
以
上
の
浸
水
面
積
を
概
ね
1/
3に
減
少
さ
せ
た
。

き
ぬ
が
わ

か
わ
ま
た

位
置
図

川
俣
ダ
ム

湯
西
川
ダ
ム

五
十
里
ダ
ム

川
治
ダ
ム

ダ
ム
が
な
い
場
合
の
試
算

浸
水
実
績

※
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
数
値
は
速
報
値
。

今
後
の
精
査
に
よ
り
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

常
総
市
三
坂
地
先

（
決
壊
箇
所
）

鬼
怒
川
流
域

か
わ
じ

ゆ
に
し
が
わ

い
か

り

←
五
十
里
ダ
ム
の

貯
水
池
末
端

0246810

ダ
ム
な
し

ダ
ム
あ
り

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

ダ
ム
な
し

ダ
ム
あ
り

浸
水
深

3m
以
上
の
面
積
の
比
較

（
km

²）
概
ね
1
/
3
に
減
少

概
ね
2
/
3
に
減
少

氾
濫
水
量
の
比
較

（
千

m
³）

治
水
事
業
の
効
果
（
中
川
・
綾
瀬
川
の
総
合
的
な
治
水
対
策
に
よ
る
効
果
）

○
平
成

27
年

9月
台
風

18
号
等
に
よ
る
雨
量
は
、
観
測
史
上
最
大
で
あ
る
昭
和

61
年
台
風

10
号
の

約
1.

1倍
で
あ
っ
た
が
、
河
道
の
整
備
に
加
え
、
流
出
抑
制
対
策
や
、
放
水
路
、
排
水
機
場
に
よ
る
流
域
外

へ
の
排
水
等
の
総
合
的
な
治
水
対
策
が
効
果
を
発
揮
し
、
浸
水
戸
数
は
約

9割
減
（
16

,8
74
→

1,
84

9戸
）

：
中
川
・
綾
瀬
川
流
域

春
日
部
市

(旧
庄
和
町

)

庄
和
排

水
機
場

20
0ｍ

3 /
s

第
１工

区
トン

ネ
ル

第
２工

区
トン

ネ
ル

第
３工

区
トン

ネ
ル

第
４工

区
トン

ネ
ル

連
絡
トン

ネ
ル

18
号
水

路
4.

7ｍ
3 /
s

中
川
25
ｍ

3 /
s

倉
松
川

10
0ｍ

3 /
s 幸
松
川

6.
2ｍ

3 /
s

大
落
古

利
根
川

85
ｍ

3 /
s

部
分
通
水
区
間
（平

成
１
４
年
６
月
か
ら
）

L=
3.

3k
m

平
成

18
年

6月
か
ら
通
水

L＝
3k

m

埼
玉
県

江 戸 川

第 ２ 立 坑

第 ４ 立 坑

第 ３ 立 坑

第 ５ 立 坑

第 １ 立 坑

平
成
１
４
年
度
完
成
区
間

平
成
１
８
年
度
完
成
区
間
Ｌ
＝
３
ｋ
ｍ

大
落
古
利
根
川

85
m
3
/s

倉
松
川

10
0m

3 /
s中
川

25
m
3 /
s

春
日
部
市

幸
松
川

6.
2m

3 /
s

１
８
号
水
路

4.
7m

3 /
s

庄
和
排
水
機
場

20
0m

3 /
s

利
根
川

一
般
国
道
１
６
号

連
絡
ト
ン
ネ
ル ４
工
区
ト
ン
ネ
ル

３
工
区
ト
ン
ネ
ル

２
工
区
ト
ン
ネ
ル

１
工
区
ト
ン
ネ
ル

旧
庄
和
町

Ｌ
＝
３
．
３
ｋ
ｍ江 戸 川

第 ２ 立 坑

第 ４ 立 坑

第 ３ 立 坑

第 ５ 立 坑

第 １ 立 坑

平
成
１
４
年
度
完
成
区
間

平
成
１
８
年
度
完
成
区
間
Ｌ
＝
３
ｋ
ｍ

大
落
古
利
根
川

85
m
3
/s

倉
松
川

10
0m

3 /
s中
川

25
m
3 /
s

春
日
部
市

幸
松
川

6.
2m

3 /
s

１
８
号
水
路

4.
7m

3 /
s

庄
和
排
水
機
場

20
0m

3 /
s

利
根
川

一
般
国
道
１
６
号

連
絡
ト
ン
ネ
ル ４
工
区
ト
ン
ネ
ル

３
工
区
ト
ン
ネ
ル

２
工
区
ト
ン
ネ
ル

１
工
区
ト
ン
ネ
ル

旧
庄
和
町

Ｌ
＝
３
．
３
ｋ
ｍ

・
大
河
川
に
囲
ま
れ
た
お
皿
の
底
の
よ
う
な
低
い
地
形

・
水
が
は
け
に
く
い
流
域

河
道
の
整
備
に

加
え
、
流
出
抑
制

対
策
や
、
放
水
路
、

排
水
機
場
に
よ
る

流
域
外
へ
の
排
水

等
の
総
合
的
な
治

水
対
策
を
実
施

10
0

15
0

20
0

25
0

S6
1.

8
台
風

10
号

H2
7.

9
台
風

18
号

最
大

24
時
間
降
水
量
（
越
谷
観
測
所
）

約
1.

1倍

21
8m

m
23

8m
m

0

50
00

10
00

0

15
00

0

20
00

0

S6
1.

8
台
風

10
号

H2
7.

9
台
風

18
号

約
9割

減

16
,8

74
戸

1,
84

9戸

こ
れ
ま
で
講
じ
て
き
た
治
水
対
策

・
昭
和

30
年
以
降

市
街
化
が
進
展

こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
頻
発

S
61

.8
台
風

10
号

H
27

.9
台
風

18
号
等

S
61

.8
台
風

10
号
※

2
H

27
.9

台
風

18
号
等
※

3 

中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の
浸
水
戸
数
※

1

＜
放
水
路
、
排
水
機
場
に
よ
る
流
域
外
へ
の
排
水
＞

首
都
圏
外
郭
放
水
路

平
成

27
年

9月
台
風

18
号
等
に
よ
る
豪
雨
で
は
、

昭
和

61
年
台
風

10
号
よ
り
雨
量
が
多
か
っ
た
が
、

浸
水
戸
数
は
大
幅
に
軽
減

※
1
一
部
で
も
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
に
含
ま
れ
る
市
町
村

※
2 
水
害
統
計

※
3 
埼
玉
県
公
表
資
料
（

H2
7.

9.
14

17
:0

0時
点
）

治
水
対
策
の
効
果

昭
和

30
年

平
成

22
年

中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の
特
徴

位
置
図

－
７
－

砂
防
堰
堤
整
備
の
効
果

○
平

成
27

年
9月

関
東

・
東

北
豪

雨
に

よ
り

、
栃

木
県

日
光

市
芹

沢
地

区
で

は
土

石
流

が
多

発
し

甚
大

な
被

害
が

発
生

。
地

区
内

の
田

茂
沢

で
は

国
土

交
通

省
に

よ
り

砂
防

堰
堤

が
整

備
さ

れ
て

お
り

、
土

砂
及

び
流

木
を

捕
捉

。
下

流
集

落
へ

の
被

害
を

未
然

に
防

止
し

効
果

を
発

揮
。

土
石

流
発

生
前

（
H
2
7
.8
.1
1
）

土
石

流
発

生
直

後
(
H
2
7
.9
.1
1
)

土
石

流
発

生
前

（
H
2
6
.1
1
.2
8
）

土
石

流
発

生
直

後
(
H
2
7
.9
.1
1
)

全
景

田
茂
沢
第
1

砂
防
堰
堤

田
茂
沢
第
2

砂
防
堰
堤

芹
沢

砂
防
堰
堤

下
流
の
集
落

田
茂

沢
第
1砂

防
堰

堤

田
茂

沢
第
2砂

防
堰

堤

下
水
道
施
設
整
備
の
効
果
（
さ
い
た
ま
市
、
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
に
よ
る
効
果
）

○
平
成

12
年
度
よ
り
浸
水
対
策
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
南
浦
和
駅
周
辺
に
お
い
て
、
平
成

13
年
度
に

大
谷
場

2号
幹
線
、
平
成

23
年
度
に
南
浦
和

2号
幹
線
と
い
っ
た
雨
水
貯
留
施
設
が
供
用
開
始
。

○
平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て
も
浸
水
被
害
の
軽
減
を
実
現
。

整
備
効
果

施
設
概
要

施
設
名
称

貯
留
量
（
m
3 ）

備
考

大
谷
場
2
号
幹
線

2
,9
0
0
平
成
1
3
年
度
供
用
開
始

南
浦
和
2
号
幹
線

4
0
,0
0
0
平
成
2
3
年
度
供
用
開
始

谷
場
2
号
幹
線

6
,2
0
0
平
成
2
7
～
3
0
年
度
施
工

大
谷
場

2号
幹
線
供
用
開
始

南
浦
和

2号
幹
線
供
用
開
始

48
48

36

21
3

17
6

27
8

0

20
0

40
0

時間最大

総雨量

時
間
最
大
（m

m
/h
）

総
雨
量
（

m
m
）

20
1

7
2

0

20
0

40
0

H1
1.

7
H2

5.
9

H2
7.

9

浸水被害戸数
浸
水
戸
数

施
設
供
用
開
始
後
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
実
現

南
浦
和

2号
幹
線

施
設
イ
メ
ー
ジ
図
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災
対
ヘ
リ
に
よ
る
浸
水
状
況
調
査
（
9
月
1
1
日
）

２
．
国
土
交
通
省
の
災
害
対
応

全
国
か
ら
集
結
し
た
災
害
対
策
用
機
械
（
9
月
1
1
日
）

（
１
）
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派
遣

平
成
2
7
年
度
の
災
害
に
お
い
て
派
遣
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

は
、
全
国
の
地
方
整
備
局
等
か
ら
の
べ
3
,0
5
2
人
・
日
（
1
0
月
2
0
日
時
点
）
、
2
3
道
県

8
3
市
町
村
に
隊
員
を
派
遣
し
、
発
災
直
後
か
ら
被
災
状
況
調
査
や
被
害
拡
大
防
止
な
ど
の

技
術
的
な
支
援
を
実
施
。

特
に
、
平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
利
根
川
水
系
鬼
怒
川
に
お
い
て
堤
防

決
壊
や
越
水
等
が
発
生
し
、
茨
城
県
常
総
市
で
は
、
市
の
面
積
の
1
/
3
に
あ
た
る
約
4
0
㎢

が
浸
水
す
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
緊
急
排
水
活
動
、
被
災
状
況
調
査
（
河
川
、
道
路
、
土

砂
災
害
）
、
排
水
活
動
の
た
め
の
道
路
啓
開
、
排
水
路
等
の
土
砂
撤
去
の
支
援
を
実
施
。

テ
ッ

ク
フ

ォ
ー

ス

テ
ッ
ク

フ
ォ

ー
ス

捜
索
活
動
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供

（
9
月
1
2
日
）

2
4
時
間
体
制
に
よ
る
緊
急
排
水
活
動

（
9
月
1
1
日
）

－
８
－に
ご
り
ご

茨
城
県
常
総
市
で
の
活
動
状
況

道
路
啓
開
に
よ
る
放
置
車
両
撤
去

（
9
月
1
4
日
）

鬼
怒
川

小
貝
川

破
堤
地
点
に

お
け
る
現

地
調
査
状

況
(
9月

1
2日

)

5
回

4回
3回

4回

7回

1
6回

10
回

9回

048121620（
回

）

派
遣

年
度

国
土
交
通
省
で
は
全
国
の
地
方
整
備
局
に
災
害
対
策
用
機
材
を
配
備
し
て
お
り
、
平
成
2
7
年
度
に
発
生

し
た
災
害
に
お
い
て
も
、
対
策
本
部
車
や
排
水
ポ
ン
プ
車
、
照
明
車
、
衛
星
通
信
車
な
ど
を
現
地
派
遣
し
、

被
災
地
に
お
け
る
指
揮
、
通
信
の
確
保
や
緊
急
排
水
を
実
施
。

対
策

本
部

車
・

待
機

支
援

車

1
1
3
台

対
策
本
部
車
（

10
畳
程
度
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
）

衛
星

通
信

車

4
9
台

衛
星
通
信
設
備
（
７
回
線
）

ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
電
話
（

4局
）

排
水

ポ
ン

プ
車

3
4
7
台

排
水
量

30
m

3 /
分

照
明

車

2
6
2
台

照
明

2k
w
×
６
灯

◆
全
国
の
地
方
整
備
局
等
に
配
備
さ
れ
て
い
る
災
害
対
策
用
車
両
◆ 排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
緊
急
排
水

（
平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

照
明
車
に
よ
る
夜
間
作
業
の
支
援

（
平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

現
地
対
策
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
た
対
策
本
部
車

（
平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

【
コ
ラ
ム
A
】
災
害
対
策
用
車
両
の
活
動

－
９
－

平
成
2
7
年
9
月
関
東
・東

北
豪
雨
に
お
け
る

関
東
地
方
へ
の
派
遣
人
数

年
度
別
派
遣
数

○
平
成
２
７
年
度
派
遣
数
（
１０
月
２
０
日
時
点
）

派
遣
総
数

１,
０
７
５
人

の
べ
３
，
０
５
２
人
・
日

（
）
内
の
数
値
は
、
他
地
方
整
備
局
等
か
ら
の
派
遣
を
表
し
ま
す
。

派
遣
隊
員
数
（
人
）

派
遣
隊
員
の
活
動
員
数

（
の
べ
人
・
日
）

北
海
道
羅
臼
町
土
砂
崩
落

（
海
岸
隆
起
）

４
（
０
）

４
（
０
）

口
之
永
良
部
島
の
噴
火
活
動

９
２
（
０
）

３
７
０
（
０
）

6
月
2
4
日
か
ら
続
く
梅
雨
前
線

１
５
（
０
）

４
８
（
０
）

大
分
県
南
部
を

震
源
と
す
る
地
震

２
（
０
）

２
（
０
）

台
風
第
1
1
号
に
よ
る
大
雨
等

６
５
（
０
）

８
３
（
０
）

台
風
第
1
5
号
及
び

1
6
号
に
よ
る
大
雨
等

５
９
（
０
）

７
４
（
０
）

平
成
2
7
年
9
月

関
東
・
東
北
豪
雨

８
１
８
（
２
１
８
）

２
，
４
４
９
（
１
，
０
１
３
）

台
風
第
2
1
号

３
（
０
）

３
（
０
）

台
風
第
2
3
号

１
７
（
０
）

１
９
（
０
）

合
計

１
，
０
７
５

３
，
０
５
２

国
総

研
・

土
研

・
国

土
地

理
院

：
41
人

・
日

の
べ

2
,
19
9人

・
日

(9
/
9～

10
/
20
現

在
)

九
州

地
整

：
5
2人

・
日

四
国

地
整

：
83
人

・
日

中
国

地
整

：
16
4人

・
日

近
畿

地
整

：
1
5
5人

・
日

中
部
地

整
：

2
2
3人

・
日

関
東

地
整

：
1
,
32
8人

・
日

北
陸

地
整

：
15
3人

・
日
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－
１
０
－

【
コ

ラ
ム

B
】

T
E

C
-F

O
R

C
E

排
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
迅

速
な

排
水

作
業

に
よ

り
、

1
等

米
の

判
定

！

平
成

2
7

年
9

月
関

東
・

東
北

豪
雨

に
よ

る
渋

井
川

等
の

決
壊

に
よ

り
、

大
崎

市
で

は
広

範
囲

で
浸

水
被

害
が

発
生

渋
井

川
沿

川
で

は
、

全
国

か
ら

集
結

し
た

国
土

交
通

省
T

E
C

-
F

O
R

C
E

の
排

水
ポ

ン
プ

車
1

2
台

が
2

4
時

間
体

制
で

概
ね

1
日

で
排

水
し

、
浸

水
時

間
が

短
縮

被
災

し
た

米
の

う
ち

浸
水

時
間

の
短

か
っ

た
も

の
は

、
等

級
検

査
で

1
等

米
の

判
定

を
獲

得

※
浸
水
面
積
の
推
移
：約

2
,1
0
0
ha

（
9
/
1
1
9
時
）
⇒

約
1
5
0
ha

（9
/
1
2

1
5
時
）

昼
夜
を
分
か
た
ず

排
水
作
業
を
実
施

（
２

）
市

町
村

へ
の

リ
エ

ゾ
ン

の
派

遣

国
土

交
通

省
は

災
害

発
生

又
は

災
害

発
生

の
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
に

、
災

害
情

報
の

収
集

・
提

供
、

T
E

C
-
F
O

R
C

E
に

関
す

る
情

報
提

供
、

支
援

ニ
ー

ズ
の

把
握

等
を

目
的

と
し

て
市

町
村

へ
リ

エ
ゾ

ン
を

派
遣

し
、

情
報

収
集

と
市

町
村

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
特

に
記

録
的

短
時

間
大

雨
情

報
が

発
表

さ
れ

た
場

合
は

、
直

ち
に

市
町

村
と

の
情

報
交

換
を

行
い

、
要

請
に

応
じ

た
派

遣
を

実
施

。 ※
 リ

エ
ゾ

ン
（

L
ia

is
o
n

,「
仲

介
、

橋
渡

し
等

」
と

い
う

意
味

の
フ

ラ
ン

ス
語

）

情
報
の
収

集
と
提

供

支
援
ニ
ー

ズ
の
把

握

常
総
市
役
所
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
に
よ
る
円
滑
な
連
絡
調
整

（
平
成

27
年

9月
関
東
・東

北
豪
雨
）

支
援
窓
口
と
し
て
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣

常
総
市
リ
エ
ゾ
ン
か
ら
の
被
害
情
報
を
整
理

（
平
成

27
年

9月
関
東
・東

北
豪
雨
）

関
東
地
方
整
備
局
災
害
対
策
本
部

－
１
１
－

（
３
）
多
様
な
機
関
の
活
動

平
成
2
7
年
9
月
1
0
日
に
発
生
し
た
鬼
怒
川
の
破
提
に
よ
り
、
応
急
対
策
等
を
支
援
す
る

た
め
、
緊
急
撮
影
（
く
に
か
ぜ

Ⅲ
、

UA
V 
）
を
行
い
、
推
定
浸
水
範
囲
を
地
図
化
。

防
災
関
係
機
関
に
迅
速
に
提
供
す
る
と
と
も
に
H
P
に
掲
載
。

発
災
前
の
正
射
画
像

（
常
総
地
区
）

9月
11
日
撮
影

9月
13
日
撮
影

9月
15
日
撮
影

9月
29
日
撮
影

推
定
浸
水
範
囲

越
水
箇
所

こ
れ
ま
で
に
浸
水
し
た
と

推
定
さ
れ
る
範
囲

（
約
4
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

破
堤
箇
所

9
月
1
1
日
1
3
:0
0
時
点

9
月
1
4
日

9
:3
0
時
点

9
月
1
3
日
1
0
:4
0
時
点

9
月
1
5
日
1
0
:3
0
時
点

9
月
1
6
日
1
0
:2
0
時
点

推
定
浸
水
範
囲
の
変
化
図

国
土
地
理
院
の
活
動

H
2
5

1
6
回

の
べ

7
1
2
人
・
日

H
2
6

2
4
回

の
べ

1
,
4
8
8
人
・
日

H
2
7

1
6
回

の
べ

6
8
4
人
・
日

(1
0.

20
現
在

)

近
年
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
実
績

被
災
地
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
技
術
的
支
援
を

よ
り
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、
全
国
1
,7
4
1
の
市

町
村
と
リ
エ
ゾ
ン
協
定
を
進
め
て
お
り
、
平
成
2
7

年
1
0
月
末
時
点
で
9
9
％
以
上
で
締
結
済
み
。

支
援
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

（
平
成
2
7
年
9
月

関
東
・
東
北
豪
雨
）

常
総
市
役
所
へ
復
旧
箇
所
の
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

衛
星
通
信
車

執
務
室
へ
の
映
像
提
供

常
総
市
役
所
へ
の
緊
急
支
援
物
資
等
の
提
供

飲
料
水
・
非
常
食
等

ワ
ン
セ
グ
Ｔ
Ｖ
で
の
情
報
提
供

発
電
機
付
投
光
器

気
象
庁
の
活
動

平
成
2
７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
の
際
に
は
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
栃
木
県
、
茨
城
県
、

宮
城
県
に
大
雨
特
別
警
報
を
発
表
。
最
大
級
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
自
治
体
に
対
す
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
記
者
会
見
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
災
害
対
策
本
部
へ
職
員
を
派
遣
。

災
害
復
旧
対
応
等
に
資
す
る
よ
う
、
9
月
1
8
日
に
茨
城
県
常
総
市
へ
臨
時
気
象
観
測
所
を
設
置
。

県
災
害
対
策
本
部
へ
の
派
遣

気
象
解
説
・支

援
資
料
提
供

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

危
機
感
の
伝
達
、
市
町
村
支
援

記
者
会
見

最
大
級
の
警
戒
を
呼
び
か
け

臨
時
ア
メ
ダ
ス
の
設
置

災
害
復
旧
支
援
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－
１
２
－

夜
間
作
業
に
向
け
捜
索
活
動
関
係
機
関
と
照
明
車
位
置
を
協
議

（
9月

13
日
）

捜
索
活
動
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供

（
9月

12
日
）

災
害
発
生
時
に
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
T
E
C
-
F
O
R
C
E
の
人
員
・
資
機
材
の
輸
送
や
、

T
E
C
-
F
O
R
C
E
に
よ
る
二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
捜
索
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
関
係
機
関

と
相
互
に
協
力
し
て
対
応
。
平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
捜
索
活
動
関
係
機

関
へ
の
情
報
提
供
や
夜
間
作
業
の
支
援
等
を
行
っ
た
。

荒
締
切
工
の
施
工
状
況

（
9
月
1
2
日
）

鋼
矢
板
締
切
工
の
施
行
状
況

（
9
月
2
0
日
）

国
土
交
通
省
は
、
建
設
企
業
の
協
力
を
得
て
災
害
初
期
か
ら
応
急
活
動
を
実
施
。
平
成
2
7
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
鬼
怒
川
の
応
急
復
旧
工
事
等
の
際
に
は
、
関

東
地
方
整
備
局
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
1
6
3
社
の
建
設
企
業
等
が
昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
の
復
旧

活
動
を
実
施
。

建
設
企
業
の
活
動

関
係
機
関
と
の
連
携

平
成
2
7
年
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、
宮
城
県
等
に
お
い
て
多
く
の

水
防
団
員
が
積
土
の
う
工
等
に
よ
る
堤
防
か
ら
の
越
水
や
漏
水
対
策
を
行
う
と
と
も
に
住
民

へ
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
誘
導
を
行
い
、
人
命
の
安
全
確
保
と
被
害
の
軽
減
に
貢
献
。

積
み
土
の
う
工
に
よ
る
越
水
防
止

宮
城
県
涌
谷
町

江
合
川
左
岸
（

9月
11
日
）

改
良
積
み
土
の
う
工
に
よ
る
漏
水
防
止

栃
木
県
宇
都
宮
市

田
川
左
岸
（

9月
10
日
）

水
防
団
の
活
動

３
．
復
旧
に
向
け
て

（
１
）
被
害
の
概
要

平
成
2
7
年
発
生
災
害
は
、
公
共
土
木
施
設
に
お
け
る
被
害
報
告
箇
所
は
6
,7
9
3
箇
所
、
被

害
報
告
額
は
1
,7
6
9
億
円
（
H
2
7
.1
0
.1
5
時
点
）
。

こ
れ
は
、
過
去
４
年
間
（
H
2
2
～
H
2
6

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
H
2
3
は
除
く
）

の
1
0
月
時
点
に
お
い
て
平
均
的
な
規
模
。 －

１
３
－

河
川

55
.3

%
道
路

30
.2

%

港
湾

3.
0%

砂
防

1.
4%

橋
梁

2.
5%

海
岸

6.
0%

下
水
道
・
公
園

1.
5%

急
傾
斜
地

0.
1%

地
す
べ
り

0.
0%

工
種
別
被
害
報
告
額
の
割
合

梅
雨
前
線
豪
雨

7.
4%

豪
雨

6.
3%

台
風

72
.6

%

冬
期
風
浪
及
び

風
浪

3.
5%

地
す
べ
り

8.
4%

融
雪

1.
4%

地
震

0.
0%

そ
の
他

0.
4%

異
常
気
象
別
被
害
報
告
額
の
割
合
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－
１
４
－

（
２

）
災

害
査

定
の

簡
素

化

（
３

）
災

害
復

旧
技

術
専

門
家

派
遣

制
度

大
規

模
災

害
発

生
時

に
、

地
方

公
共

団
体

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
い

て
、

「
災

害
復

旧
技

術
専

門
家

」
を

無
償

で
現

地
に

派
遣

し
、

災
害

復
旧

活
動

の
支

援
・

助
言

を
実

施
。

本
年

度
は

宮
城

県
大

崎
市

・
加

美
町

、
福

島
県

二
本

松
市

・
南

会
津

町
、

栃
木

県
鹿

沼
市

に
災

害
復

旧
技

術
専

門
家

を
派

遣
。

都
道
府
県

防
災
担
当
課

（
管
内
市
町
村
）

本
省
防
災
課

（
復
旧
事
業
ラ
イ
ン
）

全
国
防
災
協

会
（
専
門
家
リ
ス
ト
）

④
通
知

③
専
門
家
決
定

①
要
請

②
依
頼

○
本
省
防
災
課
へ
の
支

援
要
請

※
市
町
村
は
都
道
府
県

を
通
じ
て

○
専
門
家
が
現
地
に
て

復
旧
方
針
等
の
助
言

○
都
道
府
県
か
ら
の
要

請
の
受
理

○
派
遣
可
否
、
防
災
協

会
と
の
調
整

○
被
災
自
治
体
へ
通
知

○
派
遣
す
る
専
門
家
と

の
調
整
、
専
門
家

の
決
定

○
防
災
課
へ
連
絡

＜
手

続
き

の
フ

ロ
ー

図
＞

被
災

状
況

調
査

H
2

7
.9

 福
島

県
二

本
松

市

被
災

状
況

調
査

H
2

7
.9

 栃
木

県
鹿

沼
市

調
査

結
果

の
報

告

H
2

7
.9

 福
島

県
南

会
津

町

今
年

の
異

常
気

象
に

よ
る

被
災

地
域

の
早

期
復

旧
を

支
援

す
る

た
め

、
災

害
復

旧
の

迅
速

化
に

向
け

以
下

の
と

お
り

自
治

体
の

災
害

復
旧

事
業

の
査

定
を

簡
素

化
。

簡
素

化
項

目
通

常

平
成

2
7

年
7

月
1

5
日

～
2

3
日

ま
で

の
間

の
台

風
第

1
1

号
及

び
大

雨

平
成

2
7

年
9

月
関

東
・

東
北

豪
雨

兵
庫

県
和

歌
山

県
宮

城
県

茨
城

県
福

島
県

栃
木

県

机
上

査
定

額
３

百
万

円
未

満
１

千
万

円
未

満
１

千
５

百
万

円
未

満
２

千
万

円
未

満
３

千
万

円
未

満

平
成
2
7
年
3
月
2
1
日
に
発
生
し
た
雪
崩
に
よ
る
被
災
を
受
け
た
本
路
線
は
、
知
床
半
島
先
端
部
付
近
の
相

泊
漁
港
を
起
点
と
し
、
羅
臼
町
の
市
街
地
を
結
ぶ
道
路
で
す
。
当
該
地
区
に
は
迂
回
路
は
無
く
、
相
泊
漁
港

か
ら
の
漁
獲
物
の
搬
送
に
も
不
可
欠
な
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
被
災
に
よ
り
地
形
が
改
変
さ

れ
冬
期
の
雪
崩
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
箇
所
に
お
け
る
災
害
復
旧
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
崩
壊
・

裸
地
化
し
た
斜
面
へ
の
植
生
と
雪
崩
予
防
柵
を
追
加
し
て
設
置
し
ま
す
。

－
１
５
－

（
４
）
改
良
復
旧
の
実
施

被
害
が
甚
大
で
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
に
お
い
て
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め
、
計
画
に
基
づ

く
機
能
増
加
や
被
災
箇
所
以
外
の
区
間
も
含
め
た
一
連
区
間
で
の
改
良
復
旧
を
実
施
。

被
災

状
況

関
連
（
新
設
：
雪
崩
防
護
柵
）

親
災
（
原
形
復
旧
：
雪
崩
防
護
柵
）

断
面
図

事
業
主
体
：
北
海
道

事
業
箇
所
：
北
海
道
目
梨
郡
羅
臼
町

河
川
名

：
主
要
地
方
道

道
知
床
公
園
羅
臼
線

事
業
期
間
：
平
成
2
７
年
度
～
平
成
2
8
年
度

事
業
費

：
2
.4
3
億
円
（
う
ち
改
良
費
0
.5
5
億
円
）

延
長

：
8
0
m

工
事
概
要
：
植
生
工
、
雪
崩
予
防
柵

【
事
業
内
容
】

被
災

状
況

（
拡

大
）

平
成
２
７
年
７
月
２
３
日
か
ら
２
６
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
大
仙
市
清
水
金
鐙
地
区
に
お

い
て
、
増
水
に
よ
る
堤
体
内
の
浸
透
流
の
影
響
で
堤
体
漏
水
が
左
右
岸
で
発
生
し
た
。
ま
た
、
堤
体
に
対
し

て
洪
水
流
が
継
続
的
に
作
用
し
た
結
果
、
左
岸
が
約
２
０
ｍ
に
わ
た
り
、
堤
体
侵
食
に
よ
る
欠
壊
（
破
堤
）

し
、
床
上
１
戸
、
床
下
６
戸
、
約
８
ｈ
ａ
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

原
形
に
復
旧
す
る
災
害
復
旧
事
業
の
み
で
は
、
事
業
効
果
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
連
の
区
間
に
お

い
て
、
脆
弱
な
堤
防
を
補
強
す
る
改
良
復
旧
事
業
を
行
い
、
被
災
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
再

度
災
害
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

事
業
主
体
：
秋
田
県

事
業
箇
所
：
秋
田
県
大
仙
市
清
水
金
鐙

河
川
名

：
一
級
河
川
雄
物
川
水
系
斉
内
川

事
業
期
間
：
平
成
2
７
年
度
～
平
成
2
９
年
度

事
業
費

：
3
.3
4
億
円
（
う
ち
改
良
費
0
.9
1
億
円
）

延
長

：
0
.5
1
k
m

工
事
概
要
：
築
堤
工
、
護
岸
工
、
法
覆
工

【
事
業
内
容
】

破
堤
箇
所

親
災
（
築
堤
、
護
岸
、
法
覆
工
）

右
岸
側
断
面
図

復
旧
延
長
L
=5
1
0m

関
連
（
被
災
堤
防
に
接
続
し
た
脆
弱
な
残
存
堤
防
を
改
築

し
て
補
強
（
築
堤
、
護
岸
、
法
覆
工
）
）
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誤
解
１

災
害
査
定
が
終
わ
ら
な
い
と
着
工
で
き
な
い
。

→
査
定
前
着
工
は
、
施
設
管
理
者
の
判
断
で
出
来
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
住
民
の
方
々
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
も
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
応
急
工
事
や
本

復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
被
災
直
後
か
ら
着
工
で
き
ま
す
。

な
お
、
災
害
査
定
前
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
も
国
庫
負
担
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

誤
解
２

元
ど
お
り
に
し
か
復
旧
で
き
な
い
。

→
再
度
災
害
の
防
止
を
目
的
と
し
た
復
旧
が
可
能
で
す
。

災
害
復
旧
に
お
け
る
原
形
復
旧
と
は
、
従
前
の
効
用
を
復
旧
す
る
も
の
で
、
単
な
る
元
ど
お
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
元
ど
お
り
の
復
旧
が
不
適
当
な
場
合
や
困
難
な
場
合
は
、
形
状
、
材
質
、
寸
法
、
構
造
な

ど
質
的
な
改
良
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
背
後
地
に
住
宅
や
重
要
な
施
設
が
あ
る
場
合
や
被
害
が
甚
大
で
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
に
は
、

再
度
災
害
防
止
の
た
め
、
必
要
最
小
限
の
機
能
増
加
や
未
災
箇
所
も
含
め
た
一
連
区
間
で
の
改
良
復
旧

が
可
能
で
す
。

誤
解
3

被
災
の
原
因
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

→
被
災
の
原
因
と
な
っ
た
施
設
の
改
良
が
可
能
で
す
。

被
災
の
原
因
に
な
っ
た
水
路
や
、
河
川
の
狭
小
部
、
流
れ
を
阻
害
す
る
堰
な
ど
は
、
再
度
災
害
防
止
の

た
め
、
被
災
し
て
い
な
く
て
も
改
良
復
旧
が
可
能
で
す
。

【
コ
ラ
ム
C
】
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
Ｑ
Ａ －

１
６
－

河
床
の
低
下
に
よ
り
法
長
を
増
加

道
路
を
盛
土
で
復
旧
す
る
の
は
、
著
し
く
困
難

か
つ
高
価
と
な
る
た
め
、
橋
梁
で
復
旧

≪
河
川
改
良
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

護
岸
が
被
災

被
災
箇
所
を
災
害
復
旧

脆
弱
、
未
被
災
箇
所
を
含
め
て

一
連
区
間
で
改
良
復
旧

元
の
幅
、
長
さ
で
災
害
復
旧

≪
橋
梁
改
良
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

橋
梁
が
被
災

幅
や
長
さ
等
を
改
良
し
て
復
旧

≪
原
形
復
旧
の
範
囲
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
災
害
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

崩
壊

道
路

路
面

【
コ
ラ
ム
D
】
改
良
復
旧
の
効
果

新
潟
県
三
条
市
一
級
河
川
五
十
嵐
川
で
は
、
平
成
1
6
年
の
水
害
後
の
災
害
復
旧
事
業
の
実

施
効
果
に
よ
り
、
平
成
2
3
年
の
豪
雨
は
平
成
1
6
年
の
1
.6
倍
の
降
雨
量
だ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
浸
水
戸
数
を
約
9
8
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
井
県
小
浜
市
の
飛
川
橋
は
、
平
成
2
5
年
9
月
の
台
風
1
8
号
に
よ
り
橋
梁
が
被
災
し
た

が
、
災
害
復
旧
改
良
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
か
ら
約
1
年
8
ヶ
月
で
早
期
に

復
旧
を
実
施
し
、
橋
の
利
便
性
や
安
全
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

－
１
７
－
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－
１
８
－

（
５
）
｢
美
し
い
山
河
を
守
る
災
害
復
旧
基
本
方
針
｣
の
改
定

被
災
を
受
け
た
自
然
護
岸
な
ど
の
約
7
割
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
で
復
旧
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
必
ず
し
も
河
川
が
本
来
有
し
て
い
る
環
境
や
景
観
に
着
目
し
た
復
旧
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
多
自
然
川
づ
く
り
に
関
す
る
知
見
を
よ
り
具
体
的
に
示

す
な
ど
、
「
美
し
い
山
河
を
守
る
災
害
復
旧
基
本
方
針
」
を
平
成
2
6
年
3
月
3
1
日
に
改
定
。

復
旧
工
法
を
選
定
す
る
際
の
配
慮
事
項
を
明
確
に
し
、
設
計
の
考
え
方
が
確
実
に
現
場
へ
反

映
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
し
、
災
害
復
旧
事
業
に
お
け
る
多
自
然
川
づ
く
り
を
徹
底
。

の
り
覆
工

（
狭
義
の
『
護
岸
』
）

基
礎
工

必
要
に
応
じ
て

根
固
工

河
岸

護
岸

①
河
岸
・
水
際
部
へ
の
配
慮

②
重
要
な
環
境
要
素
（
淵
や
重
要
種
の
生
息
等
）を
保
全

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
の
護
岸
利
用
時
の
景
観
配
慮

（
明
度
・
彩
度
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
等
に
配
慮
）

④
環
境
上
重
要
な
区
間
・
箇
所
で
は
特
別
に
配
慮

既
設
護
岸
保
護
の
た
め
の
根
固
め

ブ
ロ
ッ
ク
を
と
び
と
び
に
据
え
付
け

河
岸
・
水
際
部
へ
の
配
慮
に
よ
り

植
生
が
付
き
多
様
な
水
際
部
を
形
成

現
在
（

H2
6.

9)

整
備
直
後
（

H2
5.

10
)

現
在
（

H2
6.

9)

整
備
直
後
（

H2
5.

10
)

断
面
の
余
裕
を
活
用
し
ワ
ン
ド
を
造
成

水
衝
部
に
は
根
固
を
配
置

変
化
に
富
む
水
の
流
れ
や
水
際
部
の
植
生
回
復

４
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
復
旧
が
進
捗
。

仙
台
海
岸
の
堤
防
等
の
復
旧
に
つ
い
て
、
宮
城
県
知
事
よ
り
要
請
を
受
け
て
震
災
復
旧

代
行
法
に
基
づ
く
直
轄
工
事
に
よ
る
復
旧
を
実
施
。
一
部
区
間
に
つ
い
て
は
復
旧
が
完
了
。

－
１
９
－

復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
（
平
成
２
７
年
６
月
末
時
点
）

○
い
わ
き
浪
江
線

（
3
5
号
線
）

帰
還
困
難
区
域

（
1
0
μ
S
v/
h
以
上
）

・
国
道
６
号
に
次
ぐ
南
北

道
路
の
重
要
路
線
の

被
災
規
模
の
調
査
が

困
難

●
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所

飛
行
禁
止
区
域

1k
m

5k
m

0

【
成
果
】

IC
T
測
量
の
利
用
に
よ
り
、
現
地
測
量
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
作
業
員
の

総
被
ば
く
量
が
大
幅
に
低
減
。

（
現
地
作
業
時
間
は
１
／
１
０
程
度
で
実
施
可
能
）

被
災
直
後
の
詳
細
測
量
に
よ
り
査
定
・
実
施
設
計
及
び
施
工
に
必
要
な

情
報
を
短
時
間
で
取
得
。

航
空
機
レ
ー
ザ
ー
測
量

M
M
S
（
車
両
搭
載
型
計
測
器
）

20
0

20

05010
0

15
0

20
0

25
0

通
常

測
量

Ｉ
Ｃ
Ｔ

測
量

作
業
員
の
総
被
ば
く
量
の
低
減

µS
v/
h

従
来
測
量

ＩＣ
Ｔ
測
量

車
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と

3次
元
レ
ー
ザ
計
測
機
→

復
興
庁
資
料

「
復
興
の
現
状
」

H2
7.

6.
24
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
E
】
福
島
県
浪
江
町
の
現
地
作
業
が
制
限
さ
れ
て
い
る
高
放
射
線
量
地
域
に
お
け
る

航
空
レ
ー
ザ
ー
及
び
M
M
S
に
よ
る
測
量
実
証
試
験
（
い
わ
き
浪
江
線
）
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防
災
行
政
の
今
年
の
取
組

（
１
）
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策

甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
両
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
対
策
と
し
て
、
平
成
2
6
年
４
月
1
日
「
第
３
回
国
土
交
通
省

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策
本
部
」
（
本
部
長
：
国
土
交
通
大
臣
）
に
お
い

て
、
首
都
直
下
地
震
対
策
計
画
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
計
画
を
策
定
。

－
２

０
－

重
要

テ
ー

マ
と

重
点

対
策

を
決

定
し

、
計

画
を

推
進

「
ど

こ
で

何
が

起
こ

る
か

」
「
国

土
交

通
省

と
し

て
特

に
懸

念
さ

れ
る

深
刻

な
事

態
は

何
か

」

昨
年
度
開
催
し
た
第
4
回
本
部
に
続
き
、
平
成
2
７
年
８
月
２
６
日
の
第
5
回
本
部
に
お
い
て
、

対
策
計
画
実
施
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
平
成
2
８
年
度
の
重
点
対
策
を
決
定
。

経
緯

今
年

度
の

取
り

組
み

船
着

場
河

川
敷

道
路

啓
開

ル
ー

ト
を

結
び

多
重

化

③
④

①
②

①
②

２
ル

ー
ト

４
ル

ー
ト

立
体

交
差

橋
梁

と
の

接
続

道
路

年
度

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
・
首

都
直

下
地

震
の

重
点

対
策

（
代

表
事

例
）

緊
急

地
震

速
報

・
津

波
警

報
等

及
び

津
波

観
測

情
報

の
迅

速
化

・
高

精
度

化

八
方

向
作

戦
に

よ
る

道
路

啓
開

統
合

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

（
D

iM
A

P
S
）
に

よ
る

被
災

情
報

の
集

約
・
共

有
の

迅
速

化

緊
急

ダ
イ

バ
ー

ト
へ

の
支

援
強

化
に

よ
る

更
に

迅
速

で
安

全
な

着
陸

の
実

現

「
緊

急
時

河
川

活
用

計
画

」
に

よ
る

救
助

・
救

急
ル

ー
ト

の
多

重
化

「
即

応
型

 物
資

輸
送

計
画

」
に

よ
る

災
害

支
援

物
資

の
確

実
・
迅

速
な

輸
送

H
2
7

H
2
8

○
事
前
に
と
る
べ
き
防
災
行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
現
在
の
取
り

組
み
状
況
を
報
告
し
、
今
後
の
取
り
組
み
を
決
定
。

協
議
会
で
の
検
討
の
様
子

協
議
会
に
お
け
る
検
討
例
（
地
下
空
間
へ
の
浸
水
ル
ー
ト
）

・
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
等
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
令
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
直
轄
河
川
を
対
象
に
避
難

勧
告
等
の
発
令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
（
平
成
2
6
年
度
末
時
点
で
、
1
4
8
市
町
村
で
策
定
）

（
２
）
大
規
模
水
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策

－
２
１
－

地
下
街
・
地
下
鉄
等
W
G

大
規
模
水
害
が
発
生
し
た
際
に
実
施
す
べ
き
対
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成
２
６
年
１
月

に
「
国
土
交
通
省

水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策
本
部
」
（
本
部
長
：
国
土
交
通
大
臣
）

及
び
同
本
部
の
も
と
に
、
「
地
下
街
・
地
下
鉄
等
Ｗ
Ｇ
」
、
「
防
災
行
動
計
画
Ｗ
Ｇ
」
を
設
置

し
検
討
を
推
進
。

○
地
下
街
・
地
下
鉄
お
よ
び
接
続
ビ
ル
等
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応
を
と
り
ま
と
め
た
「
最
終

取
り
ま
と
め
」
を
報
告
し
、
今
後
の
取
り
組
み
を
決
定
。

地
下

通
路

店 舗

地
下
駅

接
続
ビ
ル

店 舗
地
下
通
路地
上
出
入
口

地
下
街

接
続
ビ
ル

出
入
口

水
の
浸
入
ル
ー
ト

・
想
定
最
大
規
模
の
洪
水
・
内
水
・
高
潮
の
浸
水
想
定
を
作
成
し
、
リ
ス
ク
を
地
下
街
等
へ
周
知

・
地
下
空
間
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会
の
設
置
を
促
進
し
、
避
難
確
保
・
浸
水
防
止
対
策
を
連
携
し
て
実
施

【
今
後
の
取
り
組
み
】

経
緯

平
成
２
７
年
８
月
２
６
日
に
「
第
３
回
国
土
交
通
省

水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策

本
部
」
を
開
催
し
、
地
下
街
・
地
下
鉄
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
最
終
と
り
ま
と
め
、
お
よ

び
防
災
行
動
計
画
W
G
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
。
ま
た
、

「
壊
滅
的
被
害
回
避
W
G
」
の
設
置
な
ど
、
社
会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害
の
回
避
に
向
け
た
取

組
方
針
を
決
定
。

今
年
度
の
取
り
組
み

防
災
行
動
計
画
W
G

・
荒
川
下
流
域
に
お
い
て
、
自
治
体
、
鉄
道
、
電
力
、
通
信
、
福
祉
施
設
な
ど
2
0
機
関
、
3
7
部
局
も
の
多
数

の
関
係
者
が
参
加
し
た
本
格
的
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
（
表
－
１
）

【
現
在
の
取
り
組
み
状
況
】

【
今
後
の
取
り
組
み
】

・
平
成
3
2
年
度
ま
で
に
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
市
町
村
数
を
7
3
0

市
町
村
に
拡
大

・
平
成
2
7
年
度
よ
り
、
本
格
的
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
速
や
か
に
検
討
開
始
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－
２
２
－

表
－
1
荒
川
下
流
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
試
行
案
）
の
イ
メ
ー
ジ

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
あ
り
方
」
を
受
け
た
対
応

企
業
を
含
め
た
協
議
会
等
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
共
有

①
電
力
、
通
信
、
道
路
、
港
湾
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
大
規
模
水
害
時
に
利
用
で
き
な
く
な
る
危
機
感

②
社
会
経
済
が
壊
滅
的
な
被
害
に
至
る
典
型
的
な
シ
ナ
リ
オ

企
業
等
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
企
業
の
活
動
が
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
弱
点
と
な
る
具
体
的
な

イ
ン
フ
ラ
等
を
洗
い
出
し
、
企
業
等
と
連
携
し
て
対
策
を
検
討

○
「
壊
滅
的
被
害
回
避
W
G
」
の
設
置
な
ど
、
社
会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害
の
回
避
に

向
け
た
取
組
方
針
を
決
定
。

【
取
組
方
針
の
内
容
】

「
壊
滅
的
被
害
回
避
Ｗ
Ｇ
」
を
設
置
し
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
検
討

①
国
内
外
で
発
生
し
た
大
規
模
水
害
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
た
「
社
会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害

を
回
避
す
る
対
策
」
の
と
り
ま
と
め

②
地
方
支
分
部
局
が
企
業
等
と
連
携
し
て
「
社
会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
す
る
対
策
」

を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
課
題
と
な
っ
た
事
項
へ
の
対
応

本
省

地
方
整
備
局

－
２
３
－

○
地
震
：
最
大
級
の
強
さ
を
持
つ
地
震
動
を
想
定

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
動
に
対
し
、

機
能
の
回
復
が
速
や
か
に
行
い
得
る
性
能
を
求
め
る
等
の

土
木
構
造
物
の
耐
震
設
計
を
導
入

○
津
波
：
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定

・
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
、

な
ん
と
し
て
も
命
を
守
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
や
警
戒
避
難
体
制
の
確
立
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

多
重
防
御
の
考
え
方
を
導
入

○
洪
水
等
：
未
想
定

○
「
国
土
」
が
脆
弱

・
大
都
市
の
多
く
の
範
囲
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
等

・
地
質
が
地
殻
変
動
と
風
化
の
進
行
等
に
よ
り
脆
い

・
世
界
の
地
震
(M
6以

上
)の
2割

、
活
火
山
の
1割

が
日
本
付
近

○
文
明
の
進
展
に
伴
い
、

「
都
市
」
が
脆
弱
に

・
水
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
都
市
機
能
が
集
中
化

・
地
下
空
間
の
高
度
利
用
化
（
地
下
街
、
地
下
鉄
等
）

「
人
」
が
脆
弱
に

・
施
設
整
備
が
一
定
程
度
進
み
、
安
全
性
を
過
信

・
想
定
し
て
い
な
い
現
象
に
対
し
自
ら
判
断
し
て
対
応
で
き
な
い

既
に
明
ら
か
に
雨
の
降
り
方
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
等
を
「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」
と
捉
え
て

○
時
間
雨
量
が
5
0
m
m
を
上
回
る
豪
雨
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
近
年
、
雨
の
降
り
方
が
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化

○
平
成
2
6
年
8
月
の
広
島
で
は
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
現
象
に
よ
る
線
状
降
水
帯
の
豪
雨
が
発
生

○
2
0
1
3
年
1
1
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ス
ー
パ
ー
台
風
が
襲
来

○
大
規
模
な
火
山
噴
火
等
の
発
生
の
お
そ
れ

○
最
大
ク
ラ
ス
の
大
雨
等
に
対
し
て
施
設
で
守
り
き
る
の
は
、
財
政
的
に
も
、
社
会
環
境
・
自
然
環
境
の
面
か
ら
も
現
実
的
で
は
な
い

○
「
比
較
的
発
生
頻
度
の
高
い
降
雨
等
」
に
対
し
て
は
、
施
設
に
よ
っ
て
防
御
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
降
雨
等

に
対
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
被
害
が
発
生
し
て
も
、
「
少
な
く
と
も
命
を
守
り
、
社
会
経
済
に
対
し
て
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し
な

い
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
ソ
フ
ト
対
策
に
重
点
を
お
い
て
、
危
機
感
を
共
有
し
て
社
会
全
体
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
「
行
動
指
南
型
」
の
避
難
勧
告
に
加
え
、

「
状
況
情
報
」
の
提
供
に
よ
る
主
体
的
避
難
の
促
進
、

広
域
避
難
体
制
の
整
備
等
を
目
指
す
。

①
最
大
ク
ラ
ス
の
洪
水
・
高
潮
等
に
関
す
る
浸
水
想
定
・
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
様
々
な
機
会
に
お
け
る
提
供
を
通
じ
た
災
害

リ
ス
ク
の
認
知
度
の
向
上

②
防
災
情
報
の
時
系
列
で
の
提
供
、
情
報
提
供
す
る
区
域
の

細
分
化
に
よ
る
状
況
情
報
の
提
供

③
個
々
の
市
町
村
に
よ
る
避
難
勧
告
等
の
現
在
の
枠
組
み
・
体
制

で
は
対
応
困
難
な
大
規
模
水
害
等
に
対
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

公
益
事
業
者
等
が
連
携
し
た
、
広
域
避
難
、
救
助
等
に
関
す
る

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
時
系
列
の
行
動
計
画
）
の
策
定

等

○
最
悪
の
事
態
を
想
定
・
共
有
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

公
益
事
業
者
、
企
業
等
が
主
体
的
か
つ
、
連
携
し
て

対
応
す
る
体
制
の
整
備
を
目
指
す
。

①
最
大
ク
ラ
ス
の
洪
水
・
高
潮
等
が
最
悪
の
条
件
下
で
発
生
し
た

場
合
の
社
会
全
体
の
被
害
を
想
定
し
、
共
有

②
応
急
活
動
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
防
災
関
係
機
関
、

公
益
事
業
者
の
業
務
継
続
計
画
作
成
を
支
援

③
被
害
軽
減
・
早
期
の
業
務
再
開
の
た
め
、
水
害
も
対
象
と
し
た

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
を
支
援

④
国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
益
事
業
者
等
が
連
携
し
て
対
応
す
る

体
制
の
整
備
と
関
係
者
一
体
型
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

⑤
T
E
C
-
F
O
R
C
E
に
よ
る
市
町
村
の
支
援
体
制
の
強
化

等

○
最
悪
の
事
態
も
想
定
し
て
、
個
人
、
企
業
、
地
方
公
共
団
体
、
国
等
が
、
主
体
的
に
、
か
つ
、
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
今
後
の
検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
あ
り
方

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
あ
り
方
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【
コ
ラ
ム
F
】
東
京
メ
ト
ロ
の
車
両
を
借
り
切
り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
広
報
活
動
を
実
施

荒
川
の
浸
水
想
定
区
域
内
に
在
住
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
を
中
心
に
、

荒
川
の
破
堤
等
の
水
害
リ
ス
ク
や
関
係

機
関
が
協
力
し
て
進
め
て
い
る
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
東
京
メ
ト
ロ
の
車

両
を
丸
ご
と
借
り
切
っ
て
の
広
報
活
動

を
実
施
。

（
他
に
も
、
駅
構
内
や
公
共
施
設
へ
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
実
施
）

©
毎
日
新
聞
社

©
朝
日
新
聞
社

車
両
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
状
況

（
イ
メ
ー
ジ
）

（
３
）
統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
ｉＭ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
の
運
用
開
始

災
害
発
生
時
に
提
供
さ
れ
る
膨
大
な
情
報
を
集
約
し
、
W
e
b
地
図
上
に
統
合
表
示
す
る
こ
と
で
、

被
害
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
把
握
・
共
有
で
き
る
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
シ
ス
テ
ム
。

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
d
im
s
/
in
d
e
x
.h
tm

l
U
R
L
：

震
源
・
震
度
情
報
、
防
災
ヘ
リ
撮
影
画
像
、
T
E
C
-
F
O
R
C
E
か
ら
の
被
害
情
報
等
を
地
図
上

に
表
示
し
、
災
害
情
報
を
迅
速
に
把
握
す
る
と
共
に
、
被
害
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
。

－
２
４
－

統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
D
iM
A
P
S
）
の
概
要

（
４
）
平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
を
受
け
た
「
避
難
を
促
す
緊
急
行
動
」

平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
お
い
て
浸
水
被
害
等
が
発
生
し
、

特
に
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
茨
城
県
常
総
市
で
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

今
回
の
水
害
を
受
け
、
以
下
の
3
点
を
対
処
す
べ
き
主
な
課
題
と
捉
え
、
全
国
の
市
町
村
長

や
堤
防
沿
い
に
住
む
住
民
の
方
々
の
不
安
や
懸
念
に
応
え
る
た
め
の
「
避
難
を
促
す
緊
急
行

動
」
を
実
施
。

①
堤
防
決
壊
に
伴
う
氾
濫
流
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
・
流
出

②
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
避
難
判
断
、
広
域
避
難

③
避
難
の
遅
れ
と
長
時
間
・
広
範
囲
の
浸
水
に
よ
る
多
数
の
孤
立
者
の
発
生

－
２
５
－

避
難
を
促
す
緊
急
行
動

被
災
し
た
場
合
に
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
国
管
理
河
川
に
お
い
て
、
以
下
を
実
施
。

～
市
町
村
長
が
避
難
の
時
期
・
区
域
を

適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
支
援
～

【
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
】

●
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

●
水
害
対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
、
周
知

●
洪
水
に
対
し
リ
ス
ク
が
高
い
区
間
の
共
同
点
検
、

住
民
へ
の
周
知

【
直
ち
に
着
手
し
、
来
年
の
出
水
期
ま
で
に
実
施
】

●
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
表

●
避
難
の
た
め
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
整
備

●
洪
水
予
報
文
、
伝
達
手
法
の
改
善

●
市
町
村
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
の
充
実

１
．
首
長
を
支
援
す
る
緊
急
行
動

～
地
域
住
民
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察
知
し

主
体
的
に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
～

【
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
】

●
洪
水
に
対
し
リ
ス
ク
が
高
い
区
間
の
共
同
点
検
、

住
民
へ
の
周
知
（
再
掲
）

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
周
知
と
活
用

促
進

【
直
ち
に
着
手
し
、
来
年
の
出
水
期
ま
で
に
実
施
】

●
家
屋
倒
壊
危
険
区
域
の
公
表

●
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
表
（
再
掲
）

●
地
域
住
民
の
所
在
地
に
応
じ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情

報
の
充
実

２
．
地
域
住
民
を
支
援
す
る
緊
急
行
動

○
洪
水
に
対
し
リ
ス
ク
が
高
い
区
間
の
共
同
点
検
、

住
民
へ
の
周
知

○
家
屋
倒
壊
危
険
区
域
の
公
表

凡
例

予 想 さ れ る 浸 水 深

3.
0m
以
上

2階
浸
水

0.
5m
～
3.
0m
未
満

1階
床
上
浸
水

0.
5m
未
満

1階
床
下
浸
水

家 屋 倒 壊 危 険 区 域

家
屋
倒
壊
危
険
区
域

（
洪
水
氾
濫
）

河
川
堤
防
の
決
壊
ま
た
は
洪
水

氾
濫
に
よ
り
、
木
造
家
屋
の
倒
壊

の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

家
屋
倒
壊
危
険
区
域

（
河
岸
侵
食
）

洪
水
時
の
河
岸
侵
食
に
よ
り
、
木

造
・非

木
造
の
家
屋
倒
壊
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域

荒
川
下
流
に
お
け
る
共
同
点
検
の
様
子
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土
砂
災
害
防
止
法
の
一
部
改
正

平
成
2
6
年
8
月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
で
は
、
住
民
に
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
、
直
接
的
な
避
難
勧
告
等
の

基
準
に
ほ
と
ん
ど
な
っ
て
い
な
い
、
土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
体
制
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
身
体
を
守
る
た
め
、

・
基
礎
調
査
結
果
の
公
表
の
義
務
付
け

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
市
町
村
へ
の
通
知
及
び
一
般
へ
の
周
知
の
義
務
付
け

・
市
町
村
地
域
防
災
計
画
へ
の
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
明
示
等
に
よ
る
避
難
体
制

の
充
実
・
強
化

等
を
内
容
と
す
る
土
砂
災
害
防
止
法
の
改
正
が
、
平
成
2
6
年
1
1
月
1
2
日
に
国
会
に
お
い
て

可
決
成
立
。

（
５
）
防
災
に
関
連
す
る
法
律
の
改
正

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

大
規
模
地
震
や
大
雪
等
に
お
い
て
、
被
災
地
や
被
災
地
に
向
か
う
道
路
上
に
大
量
の
放
置

車
両
や
、
立
ち
往
生
車
両
が
発
生
し
、
救
助
活
動
、
緊
急
物
資
輸
送
な
ど
の
災
害
応
急
対
策

や
除
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
直
ち
に

道
路
啓
開
を
進
め
、
緊
急
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
を

迅
速
に
確
保
す
る
た
め
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
放

置
車
両
対
策
の
強
化
等
を
内
容
と
す
る
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
が
、
平
成
2
6
年
1
1
月
1
4
日
に

国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
。

海
岸
法
の
一
部
改
正

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
津
波
、
高
潮
等
に
備

え
る
た
め
、
海
岸
の
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
海
岸
保
全
施
設
の
老
朽
化
へ
の
早
急
な

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

・
減
災
機
能
を
有
す
る
堤
防
等
の
海
岸
保
全
施
設
へ
の
位
置
付
け

・
水
門
･
陸
閘
等
の
操
作
規
則
等
の
策
定

・
座
礁
船
舶
の
撤
去
命
令

・
海
岸
協
力
団
体
制
度
の
創
設

等
を
内
容
と
す
る
海
岸
法
の
改
正
が
平
成
2
6
年
6
月
4
日
に
国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
。

放
置
車
両
移
動
訓
練
(1
0
/
2
9
関
東
地
整
）

放
置
車
両
移
動
訓
練
(1
0
/
2
9
関
東
地
整
）

水
防
法
の
一
部
改
正

近
年
、
洪
水
の
ほ
か
、
内
水
・
高
潮
に
よ
り
、
現
在
の
想
定
を
超
え
る
浸
水
被
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

・
洪
水
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
を
前
提
と

し
た
区
域
に
拡
充

・
新
た
に
、
内
水
及
び
高
潮
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
制
度
を
設
け
、
想
定
し
得
る
最
大

規
模
の
降
雨
・
高
潮
を
前
提
と
し
た
区
域
を
公
表

等
を
内
容
と
す
る
水
防
法
の
改
正
が
平
成
2
7
年
5
月
1
3
日
に
国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
。

－
２
６
－

（
６
）
総
合
防
災
訓
練

巨
大
地
震
等
の
被
害
想
定
に
対
し
、
広
域
的
か
つ
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
。
国
、
地
方

公
共
団
体
、
そ
の
他
の
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
行
い
、
災
害
対
応
力
を
強
化
。

水
防
月
間
（
５
月
（
北
海
道
は
６
月
）
）
に
、
全
国
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
協
力
団
体
な
ど
約

3
万
人
の
参
加
に
よ
り
訓
練
を
実
施
。

地
元
高
校
生
に
よ
る
水
防
工
法
の
体
験
(東
北
)

地
元
高
校
生
に
よ
る
水
防
工
法
の
体
験
(東
北
)

利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
水
防
演
習
(関
東
)

利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
水
防
演
習
(関
東
)

水
防
団
に
よ
る
堤
防
保
護
(中
部
)

自
衛
隊
と
の
連
携
訓
練
(北
陸
)

自
衛
隊
と
の
連
携
訓
練
(北
陸
)

1
1
月
５
日
の
「
津
波
防
災
の
日
」
を
踏
ま
え
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町
（
新
潟
東
港
）
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
、
９
４
の
防
災
関
係
機
関
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
日
本
海
側
で
初
め
て
と
な
る
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
実
践

的
な
訓
練
を
実
施
。

－
２
７
－

が
れ
き
除
去
訓
練
(関
東
)

車
両
移
動
訓
練
(関
東
)

防
災
ヘ
リ
を
活
用
し
た

被
災
状
況
調
査
訓
練
(四
国
)

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
を
踏
ま
え
、
関
東
地
方
整
備
局
は
、
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た
九
都
県
市
合

同
防
災
訓
練
（
東
京
都
主
催
）
に
参
加
し
道
路
啓
開
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、
四
国
地
方
整
備
局
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
、
防
災
ヘ
リ
を
活
用
し
た
被
害
状
況
調
査
訓
練
等
を
実
施
。

情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
(四
国
)

開
会
式
（
山
本
国
土
交
通
副
大
臣
ご
挨
拶
）

新
潟
市
沼
垂
地
域
の
住
民
参
加
に
よ
る

津
波
来
襲
に
備
え
た
避
難
訓
練

自
衛
隊
と
新
潟
県
警
察
等
の
連
携
に
よ
る

津
波
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
・
救
助
訓
練

救
出
・
救
助
を
支
援
す
る
た
め
の

T
E
C
-
F
O
R
C
E
に
よ
る
道
路
啓
開
訓
練



（26） 第 799 号 防 災 平 成 28 年  1  月  1  日

－
２
８
－

（
７
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ま
た
、
各
市
町
村
の
洪
水
、
内
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
一
元
的
に
検
索
・

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
【
わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

自
分
の
家
が
ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ
て

頂
く
た
め
に
、
浸
水
想
定
区
域
、
道
路
冠
水
想
定
箇
所
、
事
前
通
行
規
制
区
間
や
、
旧
河
道
な
ど

の
地
形
等
と
い
っ
た
様
々
な
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
重
ね
て
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
。
【
重
ね
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

各
市
町
村
の
H
P
へ
ジ
ャ
ン
プ

見
た
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
情
報

を
ク
リ
ッ
ク

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
表
示

＜
重
ね
合
わ
せ
の
例
＞

浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
危
険
箇
所
・
道
路
冠
水
想
定
箇
所
・
事
前
通
行
規
制
区
間
を

重
ね
合
わ
せ

浸
水
想
定
区
域
・
治
水
地
形
分
類
図
を
重
ね
合
わ
せ

東
京
都
大
田
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

栃
木
県
宇
都
宮
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

＜
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
例
＞

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

－
２
９
－

（
９
）
技
術
開
発

『
人
命
を
守
る
』
た
め
に
必
要
な
防
災
技
術
開
発
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を
把
握
・

整
理
・
共
有
し
、
現
場
に
確
実
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
防
災
技
術
開
発
を
推
進
。

（
８
）
防
災
ア
プ
リ

国
等
が
保
有
す
る
防
災
に
役
立
つ
地
理
空
間
情
報
を
広
く
一
般
に
提
供
し
、
民
間
に
よ
る

防
災
ア
プ
リ
の
開
発
・
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
防
災
力
向
上
に
役
立
て
る
。

前
年
度
に
続
き
、
平
成
2
７
年
度
も
防
災
ア
プ
リ
の
公
募
を
行
い
、
優
良
な
ア
プ
リ
を
選
定
。

選
定
し
た
ア
プ
リ
は
各
所
で
の
デ
モ
の
ほ
か
、
実
証
実
験
も
実
施
。

国
土
交
通
省
で
の
デ
モ
の
様
子

（
平
成
2
7
年
度
）

「
Ｇ
空
間
E
X
P
O
2
0
1
4
」
で
の
紹
介

（
平
成
2
6
年
度
）

和
歌
山
県
海
南
市
に
お
け
る
実
証
実
験

（
平
成
2
6
年
度
）

「
g
o
o
防
災
ア
プ
リ
」

（
N
T
T
レ
ゾ
ナ
ン
ト
株
式
会
社
）

「
A
R
ハ
ザ
ー
ド
ス
コ
ー
プ

鎌
倉
市
版
」

（
株
式
会
社

キ
ャ
ド
セ
ン
タ
ー
）

【
平
成
2
7
年
度
防
災
ア
プ
リ
賞
受
賞
作
品
】

＜
避
難
誘
導
支
援
部
門
＞

＜
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
＞

（
概
要
）

気
象
・
災
害
発
生
等
の
P
U
S
H
通
知
機
能
や
各
種

防
災
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
含
ん
だ
総
合
防
災
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
。
全
国
の
防
災
マ
ッ
プ
や
安
否
確
認
機
能

な
ど
多
く
の
機
能
を
搭
載
。

（
概
要
）

各
種
防
災
地
理
情
報
を
地
図
表
現
す
る
だ
け

で
な
く
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
。

航
空
機
搭
載
小
型
S
A
R
等
に
よ
る
被
害
判
読

【
防
災
技
術
開
発
の
例
】

C
C
T
V
な
ど
を
活
用
し
た
被
害
推
定
手
法
の
開
発



平 成 28 年  1  月  1  日 防 災 （27）第 799 号

竜
巻
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
や
コ
ン
テ
ナ
の
散
乱

（
埼
玉
県
、

9月
）

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

防
災
課

〒
１
０
０
－
８
９
１
８

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
－
１
－
３

Te
l:０
３
－
５
２
５
３
－
８
４
５
７

■
T
E
C
-
F
O
R
C
E
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
ri
v
e
r/
b
o
u
s
a
i/
te
c
-
fo
rc
e
/
in
d
e
x
.h
tm

l

■
国
土
交
通
省
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

h
tt
p
:/
/
d
is
a
p
o
rt
a
l.g
s
i.g
o
.jp
/

■
国
土
交
通
省
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
ri
v
e
r/
b
o
u
s
a
i/
e
a
rt
h
q
u
a
k
e
/
in
d
e
x
.h
tm

l

■
国
土
交
通
省
の
水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
b
o
u
s
a
i-
g
e
n
s
a
i.h
tm

l

国
土
交
通
省
の
防
災
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
下
さ
い

■
統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
D
iM
A
P
S
）

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
d
im
s
/
in
d
e
x
.h
tm

l



（28） 第 799 号 防 災 平 成 28 年  1  月  1  日

防災課だより 人 事 異 動
〔水管理・国土保全局関係人事発令〕
△平成27年12月 1 日

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

出口　智恵 国土地理院地理空間情報部情報普及課長 水管理・国土保全局防災課長補佐

橘　悠希子 水管理・国土保全局防災課長補佐 国土地理院企画部地理空間情報企画室長



平 成 28 年  1  月  1  日 防 災 （29）第 799 号

協会だより



（30） 第 799 号 防 災 平 成 28 年  1  月  1  日



平 成 28 年  1  月  1  日 防 災 （31）第 799 号



（32） 第 799 号 防 災 平 成 28 年  1  月  1  日

平成27年　発生主要異常気象別被害報告 平成27年12月15日現在（単位：千円）
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